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グループの経営基盤を
より強固なものにし、引き続き
収益の回復を図ってまいります。

株主の皆様へ 

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　2015年8月期（2014年8月21日～2015年8月20日）のケイティケイグ
ループの決算が終了いたしましたので、ここにご報告申し上げます。

　当連結会計年度におけるわが国経済は、政府主導による経済政策や日本
銀行の金融緩和策が、徐々に実体経済に反映されるようになり、円安も重
なって自動車に代表される輸出産業の急激な業績の回復は、雇用環境の改善
へ進み、景気回復への期待感が高まったものの、消費税率引き上げに伴う駆
け込み需要による反動や大企業で実施されたベースアップ等の賃上げが、裾
野である中小企業まで十分に行き渡っていないことから、個人消費について
は足踏み状態が続いており、景気の先行きについては踊り場状態で推移いた
しました。

　また、当連結会計年度末にはアジアを震源に世界同時株安が発生し、ここ
にきて景気は混沌として不透明な状況に後戻りしてしまいました。

　当社グループが位置するオフィス用品の分野においては、輸出産業を中心
に景気が上向きになり、企業活動が活発化したにも関わらず、リーマンショッ
ク以降、企業に根付いた文房具等の事務消耗品の「節約・経費削減志向」を払
拭することができず、そこに法人事業者における平成26年４月の消費税増税
前の需要の先取りからくる受注減が加わり、未だに萎縮した市場において競
合他社と価格競争を繰り広げております。

　このような状況のもと、当社グループでは引き続きお客様満足度向上のた
めに顧客接点の強化に努め、お客様へコスト削減と環境貢献につながる提案
を展開し、収益の改善と利益確保に努めてまいりましたが、価格競争等の市
場環境を補うには至りませんでした。

　これらの結果、当連結会計年度の売上高は17,521百万円（前連結会計年
度比3.2％減）の減収となりました。営業損失は40百万円（前連結会計年度は
88百万円の営業利益）、経常損失は25百万円（前連結会計年度は96百万円
の経常利益）、当期純損失は78百万円（前連結会計年度は23百万円の当期
純利益）と減益となりました。

　今後のわが国経済につきましては、当連結会計年度と同様の景気が続くも
のと予測されますが、個人消費の停滞やエネルギーコストの上昇など懸念材
料も引き続きあり、推移を見守っていく必要があるため、2016年８月期の業
績予想は、売上高17,188百万円、営業利益81百万円、経常利益79百万円、
親会社株主に帰属する当期純利益14百万円を見込んでおります。

　配当につきましては、収益の構造改革に着手しているものの、事業環境は引
き続き厳しく、利益確保が難しい状況が予測されるため、中間配当につきまし
ては見送らせていただき、期末配当のみ１株につき１円を予定しております。

　今後につきましても、当社グループは「お客様の発展をトータルにサポート
し、お客様にお喜びいただき、社会に貢献する」を経営の基本とし、新たにＶ
字回復を目指す「ケイティケイリバイバルプラン」の実行と共に、高付加価値
商品であるリサイクルトナーやOAサプライ商品、文具事務用品、OA機器、IT
商品などの商材を中心に、コスト削減や環境貢献につながる提案を行ってま
いります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。
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「@Securemail」シリーズの売上高は前期並みに推移したものの、従来ビジネスである

ホスティングサービスの競争力の低下と大型SPIS-BOX案件終了などによる影響を受けま

した。この結果、売上高は 178 百万円となりました。 （前期売上高 200 百万円）

IT商品 178

主力商品であるリパックトナーは、混沌とした景気と企業に根付いた文房具等の事務消

耗品の｢節約・経費削減志向｣の影響により、販売本数、売上高ともに前期を下回りま

した。この結果、売上高は 2,088 百万円となりました。 （前期売上高 2,107 百万円）

ＯＡサプライ商品は、純正トナーや純正インクなどのプリンター消耗品、プリンターなどの

ＯＡ機器、ＰＰＣ用紙やタック紙、伝票類などの紙製品の売上が全体的に減少しました。

この結果、売上高は 4,945 百万円となりました。 （前期売上高 5,250 百万円）

当社独自のＷｅｂ購買システム｢ケイティケイ はっするネット｣の推進による一般事務用品

などの売上高は、｢節約・経費削減志向｣の影響により減少しましたが、連結子会社であ

るＳＢＭソリューション株式会社の売上高は順調に推移しました。この結果、売上高は

10,308 百万円となりました。 （前期売上高 10,547 百万円）

リサイクル商品

OAサプライ商品

その他商品

● リパックトナー　● リパックリボン品  目

● 純正トナー　● 純正インク　● PPC用紙　● ロールペーパー　● ビジネスフォーム　etc.品  目

● 文具事務用品　● 電化製品  etc.品  目

● メールセキュリティ　● レンタルサーバ　● ウィルスソフト  etc.品  目
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サプライ事業

ソリューション事業

｢ケイティケイリバイバルプラン｣の推進と新事業年度のスタートにあたり、クラウド版グループウェアの導入と営業へのス
マートフォン配布を実施し、営業の外勤効率を初めとする業務効率の向上に取組んでまいりました。また、営業事務の全
国統合を中心とする間接要員の最適化のほか、各種のアクションプランを推進しております。

業績のＶ字回復、企業価値の最大化を目標に、２０１５年５月に立案プロジェクトチームを発足、７月には２０
１６年８月期の事業計画書となる「ケイティケイリバイバルプラン」を策定いたしました。
復活、再生、復興を意味するリバイバルの言葉通り、これまでの厳しい業績を脱するための様々なアクショ
ンプランを準備、実行し、２０１５年８月２１日付の体制強化を図った新たな組織体制の下、全社員が一丸と
なり目標達成に向けて邁進しております。
生まれ変わるケイティケイにご期待ください。

新たな事業戦略である
『ケイティケイリバイバルプラン』を策定し
２０１６年度のスタートから最速実行フェイズへ

新たな事業戦略である
『ケイティケイリバイバルプラン』を策定し
２０１６年度のスタートから最速実行フェイズへ

「ケイティケイリバイバルプラン（骨子）」

品目別の概況 連結

営　業　戦　略 ： 『営業量と営業効率の最大化』
生　産　戦　略 ： 『総経費削減、品質改善、人事制度再構築』
管理・経営戦略 ： 『業務効率と社員満足の最大化』
調達・物流戦略 ： 『調達コストと物流コストの最小化』

アクションプランのご紹介
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リサイクル商品

OAサプライ商品

その他商品

● リパックトナー　● リパックリボン品  目

● 純正トナー　● 純正インク　● PPC用紙　● ロールペーパー　● ビジネスフォーム　etc.品  目

● 文具事務用品　● 電化製品  etc.品  目

● メールセキュリティ　● レンタルサーバ　● ウィルスソフト  etc.品  目

2,088 11.9%

28.2%

58.9%

1.0%

4,945

10,308

サプライ事業

ソリューション事業

｢ケイティケイリバイバルプラン｣の推進と新事業年度のスタートにあたり、クラウド版グループウェアの導入と営業へのス
マートフォン配布を実施し、営業の外勤効率を初めとする業務効率の向上に取組んでまいりました。また、営業事務の全
国統合を中心とする間接要員の最適化のほか、各種のアクションプランを推進しております。

業績のＶ字回復、企業価値の最大化を目標に、２０１５年５月に立案プロジェクトチームを発足、７月には２０
１６年８月期の事業計画書となる「ケイティケイリバイバルプラン」を策定いたしました。
復活、再生、復興を意味するリバイバルの言葉通り、これまでの厳しい業績を脱するための様々なアクショ
ンプランを準備、実行し、２０１５年８月２１日付の体制強化を図った新たな組織体制の下、全社員が一丸と
なり目標達成に向けて邁進しております。
生まれ変わるケイティケイにご期待ください。

新たな事業戦略である
『ケイティケイリバイバルプラン』を策定し
２０１６年度のスタートから最速実行フェイズへ

新たな事業戦略である
『ケイティケイリバイバルプラン』を策定し
２０１６年度のスタートから最速実行フェイズへ

「ケイティケイリバイバルプラン（骨子）」

品目別の概況 連結

営　業　戦　略 ： 『営業量と営業効率の最大化』
生　産　戦　略 ： 『総経費削減、品質改善、人事制度再構築』
管理・経営戦略 ： 『業務効率と社員満足の最大化』
調達・物流戦略 ： 『調達コストと物流コストの最小化』

アクションプランのご紹介

Topics

「@Securemail」シリーズの売上高は前期並みに推移したものの、従来ビジネスである

ホスティングサービスの競争力の低下と大型SPIS-BOX案件終了などによる影響を受けま

した。この結果、売上高は 178 百万円となりました。 （前期売上高 200 百万円）

IT商品 178

主力商品であるリパックトナーは、混沌とした景気と企業に根付いた文房具等の事務消

耗品の｢節約・経費削減志向｣の影響により、販売本数、売上高ともに前期を下回りま

した。この結果、売上高は 2,088 百万円となりました。 （前期売上高 2,107 百万円）

ＯＡサプライ商品は、純正トナーや純正インクなどのプリンター消耗品、プリンターなどの

ＯＡ機器、ＰＰＣ用紙やタック紙、伝票類などの紙製品の売上が全体的に減少しました。

この結果、売上高は 4,945 百万円となりました。 （前期売上高 5,250 百万円）

当社独自のＷｅｂ購買システム｢ケイティケイ はっするネット｣の推進による一般事務用品

などの売上高は、｢節約・経費削減志向｣の影響により減少しましたが、連結子会社であ

るＳＢＭソリューション株式会社の売上高は順調に推移しました。この結果、売上高は

10,308 百万円となりました。 （前期売上高 10,547 百万円）

リサイクル商品

OAサプライ商品

その他商品

● リパックトナー　● リパックリボン品  目

● 純正トナー　● 純正インク　● PPC用紙　● ロールペーパー　● ビジネスフォーム　etc.品  目

● 文具事務用品　● 電化製品  etc.品  目

● メールセキュリティ　● レンタルサーバ　● ウィルスソフト  etc.品  目

2,088 11.9%

28.2%

58.9%

1.0%

4,945

10,308

サプライ事業

ソリューション事業

｢ケイティケイリバイバルプラン｣の推進と新事業年度のスタートにあたり、クラウド版グループウェアの導入と営業へのス
マートフォン配布を実施し、営業の外勤効率を初めとする業務効率の向上に取組んでまいりました。また、営業事務の全
国統合を中心とする間接要員の最適化のほか、各種のアクションプランを推進しております。

業績のＶ字回復、企業価値の最大化を目標に、２０１５年５月に立案プロジェクトチームを発足、７月には２０
１６年８月期の事業計画書となる「ケイティケイリバイバルプラン」を策定いたしました。
復活、再生、復興を意味するリバイバルの言葉通り、これまでの厳しい業績を脱するための様々なアクショ
ンプランを準備、実行し、２０１５年８月２１日付の体制強化を図った新たな組織体制の下、全社員が一丸と
なり目標達成に向けて邁進しております。
生まれ変わるケイティケイにご期待ください。

新たな事業戦略である
『ケイティケイリバイバルプラン』を策定し
２０１６年度のスタートから最速実行フェイズへ

新たな事業戦略である
『ケイティケイリバイバルプラン』を策定し
２０１６年度のスタートから最速実行フェイズへ

「ケイティケイリバイバルプラン（骨子）」

品目別の概況 連結

営　業　戦　略 ： 『営業量と営業効率の最大化』
生　産　戦　略 ： 『総経費削減、品質改善、人事制度再構築』
管理・経営戦略 ： 『業務効率と社員満足の最大化』
調達・物流戦略 ： 『調達コストと物流コストの最小化』

アクションプランのご紹介

Topics
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　科　目
当期

2014年8月21日～
2015年8月20日　

前期
2013年8月21日～
2014年8月20日　

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益又は営業損失（△）

営業外収益

営業外費用

経常利益又は経常損失（△）

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

 

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

 

当期純利益又は当期純損失（△）

 

　科　目
当期

2014年8月21日～
2015年8月20日　

前期
2013年8月21日～
2014年8月20日　

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

（単位：千円）

 

（単位：千円）

　科　目 当期末
2015年8月20日

前期末
2014年8月20日

資産の部

流動資産

　現金及び預金

　受取手形及び売掛金

　有価証券

　商品及び製品

　仕掛品

　原材料及び貯蔵品

　その他

　貸倒引当金

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

　資産合計

負債の部

流動負債

　支払手形及び買掛金

　短期借入金

　未払法人税等

　その他

固定負債

　長期借入金

　役員退職慰労引当金

　その他

　負債合計

純資産の部

株主資本

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

　自己株式

その他の包括利益累計額

　純資産合計

　負債純資産合計

　繰延税金資産

 

連結キャッシュ・フロー計算書

連結貸借対照表
 

（単位：千円）連結損益計算書 （2015年11月11日現在）

代表取締役会長 青 山 　 英 生

代表取締役社長 土 岐 　 勝 司

取　　締　　役 赤 羽 　 　 聡

取　　締　　役 武 井 　 　 修

常 勤 監 査 役 木 村 　 裕 史

監　　査　　役 脇 之 薗 　 修

監　　査　　役 鈴 木 　 智 洋

会社概要 取締役及び監査役

設　  立 1971年6月29日

資 本 金 2億9,467万円

従業員数
（連結）

340名
（注）従業員数は、就業人数であり、使用人兼務役員

※2015年11月13日付で自己株式の消却を行い、
　発行済株式総数は5,725,000株となります。

3名及び嘱託社員・派遣社員・パートタイマーの
期中平均雇用人数164名は含んでおりません。

事業内容 リサイクル商品、OAサプライ商品、
IT商品等のオフィス関連商品の販売

株式の状況

大株主（上位10名）

発行可能株式総数 ……12,000,000株
発行済株式総数 ……… 5,875,000株
株　主　数 ……………………1,256名

株主名 持株数（株）

1 加藤道明   …………………………… 870,200

2 青山英生   …………………………… 780,700

3 青雲堂株式会社   …………………… 440,000

4 名古屋中小企業投資育成株式会社 … 400,000

5 川島和之   …………………………… 229,000

6 青山正幸   …………………………… 183,000

7 青山知広   …………………………… 170,000

8 伊藤主計   …………………………… 160,000

9 ケイティケイ株式会社   …………… 152,861

10 青山深雪   …………………………… 130,000

有所有者別・所有株数別分布状況

会社及び株式の概況

個人・その他
金融機関
その他国内法人
外国人
証券会社
自己名義

94.9%
1.0%
1.8%
0.7%
1.5%
0.1%

18.2%
46.7%

8.6%
19.7%

2.2%
3.0%
0.7%
0.7%
0.2%

（1単元100株）

100株未満
100株以上500株未満
500株以上1,000株未満
1,000株以上5,000株未満
5,000株以上10,000株未満
10,000株以上50,000株未満
50,000株以上100,000株未満
100,000株以上500,000株未満
500,000株以上

少数株主損益調整前当期純利益又は
少数株主損益調整前当期純損失（△）

（2015年8月20日現在） 

5,938,387

2,802,553

2,549,584

21,017

421,464

134

52,032

30,299

64,109

△ 2,807

2,893,987

1,579,770

258,258

1,055,957

8,832,374

5,338,798

3,498,924

1,348,503

27,167

464,202

944,560

599,277

88,236

257,046

6,283,358

2,411,323

294,675

708,475

1,454,605

△ 46,431

137,692

2,549,016

8,832,374

5,661,951

2,392,495

2,657,270

21,009

442,160

66

54,926

77,553

△ 5,818

2,964,909

1,601,665

315,954

1,047,289

8,626,861

5,195,194

3,123,244

1,572,257

11,162

488,530

873,927

674,617

83,471

115,839

6,069,121

2,501,222

294,675

708,475

1,544,491

△ 46,419

56,516

2,557,739

8,626,861

22,287

327,810

△ 114,315

240,935

454,430

1,484,686

1,939,116

567,323

52,367

△ 326,641

293,049

1,939,116

2,232,165

18,105,88117,521,280

14,119,529

3,401,750

3,441,832

△ 40,082

96,811

82,339

△ 25,610

ー　

2,810

△ 28,420

24,771

25,250

50,021

△ 78,442

△ 78,442

14,556,854

3,549,027

3,460,436

88,591

98,098

90,103

96,586

12,198

42,777

66,006

8,671

33,640

42,312

23,694

23,694

連結財務諸表  要約  

所有者別 所有株数別
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　科　目
当期

2014年8月21日～
2015年8月20日　

前期
2013年8月21日～
2014年8月20日　

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益又は営業損失（△）

営業外収益

営業外費用

経常利益又は経常損失（△）

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△）

 

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

 

当期純利益又は当期純損失（△）

 

　科　目
当期

2014年8月21日～
2015年8月20日　

前期
2013年8月21日～
2014年8月20日　

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

（単位：千円）

 

（単位：千円）

　科　目 当期末
2015年8月20日

前期末
2014年8月20日

資産の部

流動資産

　現金及び預金

　受取手形及び売掛金

　有価証券

　商品及び製品

　仕掛品

　原材料及び貯蔵品

　その他

　貸倒引当金

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

　資産合計

負債の部

流動負債

　支払手形及び買掛金

　短期借入金

　未払法人税等

　その他

固定負債

　長期借入金

　役員退職慰労引当金

　その他

　負債合計

純資産の部

株主資本

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

　自己株式

その他の包括利益累計額

　純資産合計

　負債純資産合計

　繰延税金資産

 

連結キャッシュ・フロー計算書

連結貸借対照表
 

（単位：千円）連結損益計算書 （2015年11月11日現在）

代表取締役会長 青 山 　 英 生

代表取締役社長 土 岐 　 勝 司

取　　締　　役 赤 羽 　 　 聡

取　　締　　役 武 井 　 　 修

常 勤 監 査 役 木 村 　 裕 史

監　　査　　役 脇 之 薗 　 修

監　　査　　役 鈴 木 　 智 洋

会社概要 取締役及び監査役

設　  立 1971年6月29日

資 本 金 2億9,467万円

従業員数
（連結）

340名
（注）従業員数は、就業人数であり、使用人兼務役員

※2015年11月13日付で自己株式の消却を行い、
　発行済株式総数は5,725,000株となります。

3名及び嘱託社員・派遣社員・パートタイマーの
期中平均雇用人数164名は含んでおりません。

事業内容 リサイクル商品、OAサプライ商品、
IT商品等のオフィス関連商品の販売

株式の状況

大株主（上位10名）

発行可能株式総数 ……12,000,000株
発行済株式総数 ……… 5,875,000株
株　主　数 ……………………1,256名

株主名 持株数（株）

1 加藤道明   …………………………… 870,200

2 青山英生   …………………………… 780,700

3 青雲堂株式会社   …………………… 440,000

4 名古屋中小企業投資育成株式会社 … 400,000

5 川島和之   …………………………… 229,000

6 青山正幸   …………………………… 183,000

7 青山知広   …………………………… 170,000

8 伊藤主計   …………………………… 160,000

9 ケイティケイ株式会社   …………… 152,861

10 青山深雪   …………………………… 130,000

有所有者別・所有株数別分布状況

会社及び株式の概況

個人・その他
金融機関
その他国内法人
外国人
証券会社
自己名義

94.9%
1.0%
1.8%
0.7%
1.5%
0.1%

18.2%
46.7%

8.6%
19.7%

2.2%
3.0%
0.7%
0.7%
0.2%

（1単元100株）

100株未満
100株以上500株未満
500株以上1,000株未満
1,000株以上5,000株未満
5,000株以上10,000株未満
10,000株以上50,000株未満
50,000株以上100,000株未満
100,000株以上500,000株未満
500,000株以上

少数株主損益調整前当期純利益又は
少数株主損益調整前当期純損失（△）

（2015年8月20日現在） 

5,938,387

2,802,553

2,549,584

21,017

421,464

134

52,032

30,299

64,109

△ 2,807

2,893,987

1,579,770

258,258

1,055,957

8,832,374

5,338,798

3,498,924

1,348,503

27,167

464,202

944,560

599,277

88,236

257,046

6,283,358

2,411,323

294,675

708,475

1,454,605

△ 46,431

137,692

2,549,016

8,832,374

5,661,951

2,392,495

2,657,270

21,009

442,160

66

54,926

77,553

△ 5,818

2,964,909

1,601,665

315,954

1,047,289

8,626,861

5,195,194

3,123,244

1,572,257

11,162

488,530

873,927

674,617

83,471

115,839

6,069,121

2,501,222

294,675

708,475

1,544,491

△ 46,419

56,516

2,557,739

8,626,861

22,287

327,810

△ 114,315

240,935

454,430

1,484,686

1,939,116

567,323

52,367

△ 326,641

293,049

1,939,116

2,232,165

18,105,88117,521,280

14,119,529

3,401,750

3,441,832

△ 40,082

96,811

82,339

△ 25,610

ー　

2,810

△ 28,420

24,771

25,250

50,021

△ 78,442

△ 78,442

14,556,854

3,549,027

3,460,436

88,591

98,098

90,103

96,586

12,198

42,777

66,006

8,671

33,640

42,312

23,694

23,694

連結財務諸表  要約  

所有者別 所有株数別
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〒461－0001　名古屋市東区泉二丁目3番3号
TEL. 052－931－1881（代表）　FAX. 052－932－5459
http://www.ktk.gr.jp/ 環境保全のため、FSC®認証紙と植物油インキを使用して印刷しています。

株主メモ

事 業 年 度 毎年8月21日から
翌年8月20日まで

定 時 株 主 総 会 毎年11月

剰余金の配当の基準日 期末配当　毎年8月20日
中間配当　毎年2月20日

単 元 株 式 数 100株

証 券 コ ー ド 3035

上場金融商品取引所 東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）

公 告 方 法 電子公告　http://www.ktk.gr.jp/
ただし電子公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞に掲載して行います。

株 式 事 務 の 取 扱

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 〒460-8685
名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
（電話照会先）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120－782－031（フリーダイヤル）
※ 取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の

本店及び全国各支店で行っております。

○ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について

　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特
別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

○ 未払配当金の支払いについて

　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
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